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【書
評
】
阿
部
要

一
著

『
源

流

-

物

語

・
興

亜

石
油

』
、
『
源

流

-

続

物

語

・
興

亜

石
油

』

稲

葉

和

也

1二
〇
〇
五
年
五
月
二

一
日
経
営
史
学
会
西
日
本
部
会
に
お
い
て

「戦
後
に
お
け
る

興
亜
石
油
の
企
業
活
動
-
外
資
提
携
か
ら
新
日
本
石
油
精
製

へ
の
合
併
ま
で
ー
」
の

題
で
報
告
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
後
、
興
亜

石
油
に
関
し
て

『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研

究
』

へ
の
投
稿
依
頼
が
あ
り
、
興
亜
の
足
跡
に

つ
い
て
は
、
私
の
報
告
を
す
る
に
当

た

っ
て
触
発
さ
れ
た
著
作
が
あ
り
、
こ
の
本
に
対
す
る
書
評
を
是
非
書
か
せ
て
い
た

だ
き
た
い
旨
を
お
伝
え
し
た
。
今
か
ら

一
〇
年

ほ
ど
前

の
書
籍
に
つ
い
て
書
評
を
書

く
と
い
う
こ
と
は
、
通
常

の
書
評
形
式
と
は
多

い
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
上

の
よ
う
な
経
緯
で
前
記
二
冊
を
紹
介
し
た
い
。

『
源
流
　
物
語

・
興
亜
石
油
』
と

『源
流
-
続
物
語

・
興
亜
石
油
』
(前
者
を

『
源

流
』
、
後
者
を

『
続
源
流
』
と
表
記
)
は
、
興
亜

石
油
株
式
会
社
が
発
行
し
た
、

ユ

ニ
ー
ク
な
社
史
で
あ
り
、
非
売
品
で
あ
る
。
加

え
て
現
在
興
亜
石
油
は
存
在
し
て
い

な

い
。
こ
の
よ
う
な
書
物
を
入
手
す
る
こ
と
は

一
般
的
に
困
難
で
は
あ
る
が
、
大
学

図
書
館
等
に
は
大
部
分
寄
贈
さ
れ
て
い
る
た
め
、
読
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

こ
こ
で

ユ
ニ
ー
ク
な
社
史
と
紹
介
し
た
が
、
『源
流
』
・
『
続
源
流
』
は
著
者
で
あ
る
元

興
亜
石
油
阿
部
要

一
氏
が
独
自
の
視
点
か
ら

一
人
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
内

の
内
部
資
料
を
利
用
し
、
関
係
者

へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
事
実
を

一

つ

一
つ
明
ら
か
に
し
て
自

己
の
解
釈
を
加
え
な
が
ら
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
興
亜
石
油
の
歴
史
に

つ
い
て
確
か
に
語
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
社
史
と
は
呼
べ
な
い
出
来
栄
え
で
あ
り
、
む
し
ろ
阿
部
氏
の
思
考
の
過
程
が

表
現
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
た
方
が
良
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
『
源
流
』
の
書
き
出
し
は

「広
大
な

ロ
シ
ア
大
陸

の
東
端
に
接
し
、
宗
谷

海
峡
を
は
さ
ん
で
、
あ
た
か
も
日
本
列
島
を
吊
り
下
げ
る
よ
う
に
延
び
た
、
南
北
千

三
百
キ

ロ
の
細
長
い
島
が
あ
る
。
サ

ハ
リ
ン
と
い
う
。
か

つ
て
は
、
樺
太
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
島

の
中
央
を
東
西
に
国
境
線
が
走

り
、
北
は
ソ
連
領
、
南
は
日
本
領

で

あ

っ
た
。
戦
前

の
こ
と
で
あ
る
。
樺
太
の
冬
は
、
厳
し
い
。
」
(『
源
流
』、

一
〇
頁
、

改
行
省
略
)
と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
社
史
と
は
必
ず
し
も
思
え
な
い
文
体
で
書
か

れ
て
い
る
。

元

々
こ
の
『源
流
』
・
『
続
源
流
』
は

『
興
亜

ニ
ュ
ー

ス
』
と
呼
ば
れ
る
社
内
報
に
連
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載
さ
れ
た
記
事
で
あ

っ
た
。
社
員

の
結
婚
や
出
産
、
お
悔
や
み
な
ど
の
情
報
、
社
員

表
彰
な
ど
が
掲
載
さ
れ
る
中
で
異
彩
を
放

つ
内
容

の
濃
い
文
章
が
載

っ
て
い
る
。

こ

れ
は
、
執
筆
者

で
あ
る
阿
部
氏
の
書
く
力
に
因

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
彼
は
こ
の
時

期
社
内
報
に
お
け
る
記
事

の
執
筆
だ
け
を
仕
事
と
し
て
お
り
、
昼
夜
逆
転
し
た
生
活

で
執
筆
に
没
頭
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
勤
務
形
態
を
認
め
た
興
亜
石
油

の

態
度
も
驚
き
と
い
う
他
な

い
。
ま
た
、
内
容
に

つ
い
て
は
、
阿
部
氏

の
想
像
力
や
推

測
も
加
え
て
、
必
ず
し
も
興
亜
石
油
に
と

っ
て
好
ま
し
く
な
い
解
釈
や
事
実
も
多
く

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
通
常
の
社
史
で
あ
れ
ば
、
自
社
に
不
利
で
あ

っ
た
り
、
批
判
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
極
力
記
述
す
る
こ
と
が
避

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
源
流
』
・

『
続
源
流
』
は
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
も

の
こ
そ
会

社

の
原
点
を
探
る
大
切
な
要
素
だ

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「社
史
」
は
、
適
任
者
が
存
在
し
、

様

々
な
事
情
や
機
会
が
重
な

っ
て
偶
然
生
ま
れ
た
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

刊
行

の
辞
で
代
表
取
締
役
会
長
野
口
昭
雄

(
当
時
)
が
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い

る
。
「企
業
が
、
自
ら
の
歴
史
を
扱

っ
た
読
み
物

と
し
て
は

一
種
奇
妙
な
出
来
栄
え

に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
物
語
は
、
会
社
自
ら
が
企
画
し
、
最

初
か
ら
最
後
ま
で
ひ
と
り
の
社
員
が
書
き
上
げ

た
も
の
で
す
。
社
史
の
類
で
あ
る
と

い
う
性
格
上
、
多
分
に
自
画
自
賛
的
な
記
述
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

い
点
は
致
し
方
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
事
実
を
徹
底
的
に
つ
ま
び
ら
か
に
し
、

そ
れ
に
筆
者
自
身
の
個
人
的
解
釈
を
加
え
な
が
ら
書
き
進
め
る
と
い
う
作
業
は
、
企

業
に
お
い
て
は
、
単
に
個
人
の
覚
悟
や
才
覚
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

と
考
え
ま
す
。

こ
の
本
の
出
来
栄
え
と

い
う
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
本
を
産
み
出
し
ま

し
た
興
亜
石
油

の
自
由
で
闊
達
な
社
風
や
文
化
に
私
自
身
は
最
大
の
喜
び
と
誇
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。
」
(『
源
流
』
、

一
～
二
頁
)
と
。

2『
源
流
ー
物
語

・
興
亜
石
油
』
目
次
の
構
成
は
、
刊
行

の
辞
、
第

一
部
第

一
章
北

樺

へ
の
決
別
、
第
二
章
土
佐
の
武
士
、
第
三
章
バ
ン
カ
ラ
、
第
四
章
出
会
い
、
第
五

章
群
像
、
第

二
部
第
六
章
創
業
、
第
七
章
鶴
見
工
場
、
第
八
章
初
荷
前
後
、
第
九
章

奮
闘
、
第
十
章
苦
闘
、
第
十

一
章
辛
酸
、
第
三
部
第
十
二
章
航
空
揮
発
油
、
第
十
三

章
決
心
、
第
十
四
章
買
収
、
第
十
五
章
会
津
の
藩
士
、
第
十
六
章
横
浜
製
油
所
、
第

四
部
第
十
七
章
執
念
、
第
十
八
章

一
元
合
同
、
第
十
九
章
麻
里
布
、
第

二
十
章
興
亜

石
油
、
第
二
十

一
章
建
設
、
第
二
十
二
章
爆
焼
、
で
あ
る
。

『
源
流
』
で
は
、
創
業
者
野

口
栄
三
郎
が
三
菱
銀
行
を
辞
め
て
、
北
樺
太
石
油

の

支
配
人
に
就
任
し
、
創
業
メ
ン
バ
ー
と
な
る
薄
井
久
男
ら
と
出
会
う
時
代
か
ら
始
ま

る
。
当
時
石
油
会
社
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
今
で
い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
創
業

す
る
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
新
参
者
に
対
す

る
妨
害
や
様
々
な
困
難
に
直
面
す
る
。
『
源
流
』
は
こ
の
時
代
に
会
社
を
創
業
す
る

こ
と

の
苦
労
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

一
九
三
〇
年
に
東
洋
商

工
株
式
会
社

(翌
年
東
洋
商
工
石
油
株
式
会
社
)
が
創
業

さ
れ
る
。
し
か
し
、
設
立
当
初
は
製
品
の
販
売
に
苦
労
し
、
販
売
面
の
弱
点
を
克
服

す
る
た
め
に

一
九
三
四
年
梁
瀬
商
事
に
資
本
参
加
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

経
営
危
機
か
ら

一
九
三
七
年
に
は
日
本
曹
達
株
式
会
社
の
子
会
社
と
な
る
。
こ
れ
が

縁

で
陸
軍
と
の
パ
イ
プ
が
出
来
、
当
時
ま
だ
珍
し
か

っ
た
航
空
揮
発
油
製
造
計
画
を

立
て
て
日
本
興
業
銀
行
か
ら
命
令
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
、
山

口
県
の
和
木
町
に
陸

軍
燃
料
廠
と
隣
接
し
た
麻
里
布
製
油
所
の
建
設
工
事
が
計
画
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
日

曹

コ
ン
ツ

ェ
ル
ン
の
業
績
不
振
か
ら
日
本
曹
達
が
経
営
か
ら
撤
退
し
て
、

一
九
四

一

年
興
亜
石
油
株
式
会
社
に
社
名
を
変
更
す
る
。

一
九
四
五
年
五
月
九
日
に
工
場
が
完

一
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成
す
る
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
翌
日
の

一
〇
日
に
B
1

29
爆
撃
機

の
編
隊
に
よ
る
空
爆

を
受
け
、
工
場
設
備
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

る
。
『源
流
』
の
話
は
こ
こ
で
終
わ

る
。次

に

『源
流
ー
続
物
語

・
興
亜
石
油
』
目
次
の
構
成
は
、
序
章
た
と
え
病
む
と
も
、

第

一
部
第

一
章
廃
嘘
、
第
二
章
特
殊
燃
料
油
、
第
三
章
戦
争
保
険
、
第
四
章
玉
音
放

送
、
第
二
部
第
五
章
雌
伏
の
始
ま
り
、
第
六
章

目
黒
事
務
所
、
第
七
章

「パ
ー

マ
ラ

イ
ト
」、
第
八
章
東
興
と

ユ
ニ
オ

ン
油
脂
、
第

三
部
第
九
章
操
業
禁
止
令

の
解
除
、

第
十
章
カ
ル
テ

ッ
ク
ス
、
第
十

一
章
提
携
交
渉
、
第
十
二
章
元
売
放
棄

・
精
製
専
業

へ
、
終
章
別
れ
の
と
き
、
で
あ
る
。

『
続
源
流
』
に
お

い
て
は
空
襲
後
か
ら
始
ま
る
興
亜
石
油

の
企
業
活
動
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
完
成
し
た
ば
か
り
の
製
油
所
が
米

軍
の
爆
撃
を
受
け
て
生
産
設
備
が
壊

滅
状
態
に
あ

っ
た
興
亜
石
油
は
、
戦
前
陸
軍
と
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
点
や
精
製
を

始
め
る
前
に
爆
撃
さ
れ
た
た
め
、
石
油
会
社
と

い
っ
て
も
名
ば
か
り
の
存
在
で
あ

っ

た
点
、
国
内
に
お
け
る
販
売
網
が
脆
弱
で
あ

っ
た
点
な
ど
様
々
な
不
利
な
条
件
を
抱

え
て
の
出
発
で
あ

っ
た
。

『続
源
流
』
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
石
油
会
社
の
中
で
興
亜
石
油

は
、
復
興
に
お
い
て

一
番
困
難
を
極
め
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ

り
正
確
に
は
製
油
所
再
開

の
条
件
が
他
社
と
の
比
較
の
上
で

一
番
苦
し
い
も

の
で

あ

っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
事
業
を
再
開
す
る
た
め
の
条
件
と
し
て
は
、
製
油
所

の
復
旧
、
原
油

の
調
達
、
技
術

の
導
入
、
外
資

系
石
油
会
社
に
対
す
る
信
用
力
の
向

上
、
資
金
の
確
保
、
販
売
体
制
の
再
構
築
な
ど
が
あ
る
。
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
石

油
会
社
を
外
資
系
、
民
族
系
と

一
般
的
に
分
類
す
る
こ
と
が
多

い
が
再
開
に
漕
ぎ
着

け
る
ま
で
の
条
件
に
よ

っ
て
分
類
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
困
難
な
条
件
を
克
服
し
て

製
油
所
の
再
開
に
至

っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
も
重
要
な
視
点

の

一
つ
で
あ
る
。
国

内
他
社
と
の
比
較
の
上
で
精
油
所
再
開
の
条
件
す
べ
て
が
不
足
し
て
い
る
の
が
興
亜

石
油
で
あ

っ
た
。
国
内
石
油
会
社
の
外
資
と
の
提
携
は
結
果
と
し
て

「カ
ル
テ
ッ
ク

ス
と
興
亜
石
油
、
日
本
石
油
精
製
」
、
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
ヴ

ァ
キ

ュ
ー
ム

(ス
タ
ン

バ

ッ
ク
)
と
東
亜
燃
料
工
業
」、

「ラ
イ
ジ

ン
グ

・
サ
ン

(
シ
エ
ル
)
と
昭
和
石
油
」
、

「タ
イ
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
三
菱
石
油
」、
「
ユ
ニ
オ
ン
と
丸
善
石
油
」
と
な
る
の
で
あ
る

が
、
米
英
石
油
会
社
と
の
交
渉
に
お
い
て
興
亜
石
油
は

一
番
後
回
し
に
さ
れ
た
。
そ

も
そ
も
興
亜
石
油
が
交
渉
相
手
に
選
ば
れ
た
の
も
日
石
と
の
提
携
契
約
を
進
め
て
い

た
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
が
新
た
な
需
要
先
と
し
て
交
渉
中
の
丸
善
石
油
と

の
交
渉
に
失
敗

し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
残

っ
て
い
た
興
亜
石
油
を
代
役
と
し
て
交
渉
を
進
め
る

に
至

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
は

『続
源
流
』
で

詳
述
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
石
が
同
じ
出
所
の
石
油
を
国
内
で
販
売
競
争
す
る
こ
と

に
拒
否
反
応
を
示
し
、
カ

ル
テ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
独
占
的
販
売
契
約
を
要
求
し
て
い

た
。

こ
の
日
石
と
の
契
約
の
た
め
に
興
亜
石
油
は
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
と
提
携
す
る
場
合

に
独
自
に
販
売
す
る
権
利
を
失
う
こ
と
に
な
り
、
販
売
権
の
な
い
精
製
専
業

の
会
社

に
な
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
製
油
所
を
再
開
さ
せ
る
と
い
う

最
重
要
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
元
売
り
を
返
上
す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
興
亜

石
油
は
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
続
源
流
』

で
は
、

こ
の
会
社
の
未
来
を
決
定

付
け
た
精
製
専
業

へ
の
過
程
を
丹
念
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

『
続
源
流
』
で
は
、
カ
ル
テ

ッ
ク
ス
に
よ
る
五
〇
%
の
資
本
提
携
を
選
択
す
る
内

容
に
記
述
の
大
部
分
が
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
提
携
後
の
事
業
活
動
に

つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
私
は
こ
の
理
由
に
つ
い
て
著
者
で
あ
る
阿
部
氏
に
疑

問
を
ぶ

つ
け
た
こ
と
が
あ
る
。
彼

の
話
で
は

「カ
ル
テ

ッ
ク
ス
と
の
資
本
提
携
が
興

亜
石
油
の
戦
後
の
企
業
活
動
を
決
定
付
け
た
。
そ
の
た
め
詳
細

に
取
り
上
げ
た
が
、

そ
れ
以
降
は

『
源
流
』

の
テ
ー

マ
と
し
て
は
そ
れ
程
重
要
な
も
の
で
は
な
い
」
と
の
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主
旨
の
答
え
で
あ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
と

の
提
携
に
つ
い
て
は
、

当
時

の
関
連
資
料
の
み
な
ら
ず
、
事
情
を
知
る
当
時
の
役
員
等

へ
の
取
材
、
取
締
役

会
の
議
事
録
に
よ
る
事
実
の
発
掘
、

日
石
側
の
事
情
を
知
る
た
め
に
脇
村
義
太
郎
先

生

へ
の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
、
研
究
者
で
は
な

か
な
か
入
手
困
難
な
資
料
や
証
言
を

集
め
て
事
実
を
掘
り
下
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、

著
者
が
思

い
つ
く

一
つ

一
つ
の
疑
問

を
順
番
に
取
り
上
げ
て
思
考
を
巡
ら
し
、
事
実

が
解
明
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な

記
述

の
仕
方
で
あ
る
た
め
、
時
間
的
に
前
後
し
た
り
、
行
き

つ
戻
り
つ
本
人
の
思
考

の
過
程
に
沿

っ
て
記
述
が
進
ん
で
い
く
印
象
を
受
け
る
。
阿
部
氏
自
身
は

「岩
を
素

手
で

一
枚

一
枚
剥
が
し
て
い
く
思

い
」
(『
続
源
流
』
、
四
八
四
頁
)
と
吐
露
し
て
い
る
。

3戦
後
の
興
亜
石
油
の
企
業
活
動
を
理
解
す
る

こ
と
は
、
国
内
石
油
会
社

の
戦
後

の

足
跡
に

つ
い
て

一
企
業
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本

の
石
油
会
社

が
外
資
提
携
を
選
択
し
た
と
簡
単
に
表
現
す
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
戦
後
の
不
利
な

状
況
の
下
で
ど
の
よ
う
な
交
渉
が
な
さ
れ
て
い
た
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ

る
。
ま
た
、
日
本
の
石
油
会
社
が
国
際
競
争
力
を
持
ち
得
な
か

っ
た
理
由
や
現
在

の

置
か
れ
て
い
る
状
況
が
ど

の
よ
う
に
し
て
生
じ

て
き
た
の
か
な
ど
の
疑
問
に
答
え
る

上
で
、
戦
後
の
外
資
提
携
に
よ

っ
て
生
じ
た
米
英
石
油
会
社
に
よ
る
日
本
の
石
油
産

業
や
市
場

へ
の
支
配

(
c
o
n
t
o
r
o
l

)
体
制
が
重
要
な
論
点
の

一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の

疑
問
を
解
く
上

で

『
源
流
』
・
『
続
源
流
』
は
格
好

の
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

興
亜
石
油
で
は

『
源
流
』
と
は
他
に
社
史
と
し

て

『
興
亜
石
油
六
〇
年
史
』
(興
亜
石

油
六
〇
年
史
編
纂
委
員
会
、
興
亜
石
油
株
式
会
社
、

一
九
九
六
年
)
を
同
時
期
に
編

纂
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
こ
ち
ら
で
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な

ス
タ
イ
ル
で
丁
寧
に
作
ら

れ
て
い
る
。
興
亜
石
油
の
事
業
史
を
客
観
的
に
取
り
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら

の
社
史
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
主
観
的
な
視
点
で
書
か
れ
た

『
源
流
』
・
『
続
源
流
』
は

「社
史
」
と
い
う
枠
組
み
に
中
で
事
業
史
を
明
ら
か
に
す
る

実
験
を
し
て
お
り
、
そ
の
可
能
性
を
確
か
め
て
い
る
。
両
方
併
せ
て
読
む
こ
と
で
興

亜
石
油
の
事
業
史
を
多
角
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

私
は
興
亜
石
油
に
関
連
し
て

「戦
後
に
お
け
る
興
亜
石
油
の
企
業
活
動
-
外
資
提

携
か
ら
新
日
本
石
油
精
製

へ
の
合
併
ま
で
ー
」
、
『
地
域
と
企
業
ー
山

口
県

コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
関
連
企
業
を
中
心
に
ー
』、
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所

(徳
山
大
学
総
合

経
済
研
究
所

モ
ノ
グ
ラ
フ
9
)
、
二
〇
〇
四
年
、

一
～
三
三
頁
を
書

い
て
い
る
。

こ

れ
を
書
い
た

の
は
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
史
を
研
究
す
る
過
程
で

『
源
流
』
を
読

み
始
め
、
同
書
に
触
発
さ
れ
た

こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
『続
源
流
』
が
外
資
提
携
に

よ
る
元
売
り
返
上
、
精
製
専
業

の
時
代
で
終
わ

っ
て
い
る
た
め
、
三
井
石
油
化
学

コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
が
誕
生
し
た
時
に
他
の
石
油
会
社
と
同
様
に
石
油
化
学
産
業

へ
の
進
出

の
可
能
性
が
興
亜
石
油
に
も
あ

っ
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
た

い
と
思

っ
た
。

ま
た
、
二
〇
〇

一
年
に
旧
日
石
三
菱
の
完
全
子
会
社
に
な
り
、
そ
の
後
合
併
し
て
新

日
本
石
油
精
製
株
式
会
社
と
な
る
が
、
何
故
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
の
か
、
知

り
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

私
の
論
文
は
外
資
提
携
以
降

の
興
亜
石
油
の
足
跡
に

つ
い
て
、
社
名
が
消
え
て
新

日
本
石
油
精
製

へ
の
合
併
に
ま
で
至

っ
た
過
程
を

『続
源
流
』
の
続
き
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
魅
力
的
な
社
史

『源
流
』
・
『
続
源
流
』
の

「注
」
に
当
た
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
『
源
流
』
を
読
ん
で
興
亜
石
油
に
興
味
を
持

っ
た
読

者
が
必
ず
そ
の
後
の
興
亜
石
油
の
足
跡
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
い
、
そ
の
時
に
参

考
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
も
そ
の
こ
と
を
充
分
に
意
識
し
て
ま
と
め
た
。

そ
の
証
拠
に
文
章
の
最
後
に
は

「興
亜
石
油
は
新
日
本
石
油
精
製

へ

『
合
流
』
し
た
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の
で
あ
る
」
と
書
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
に

『
源
流
』
・
『
続
源
流
』
及
び
そ
の
後

の
合
併
に
至
る
ま
で
の
事
業
史
を
概

括
す
る
と
、
興
亜
石
油
は
東
洋
商

工
石
油
時
代

か
ら
、
梁
瀬
商
事
と
の
資
本
提
携
、

日
本
曹
達
に
よ
る
子
会
社
化
、
陸
軍
の
後
ろ
盾
に
よ
る
製
油
所
建
設
の
た
め
の
興
銀

融
資
と
社
名
変
更
、
戦
後
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
と
の
資
本
提
携
、
そ
し
て
、
新
日
本
石
油

グ

ル
ー
プ

へ
の
吸
収
合
併
と
常
に
外
部
の
協
力
者
と
資
金
を
利
用
し
な
が
ら
名
よ
り

実
を
取

っ
て
き
た
会
社
で
あ

っ
た
結
論
づ
け
る

こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
新
興
企

業
で
あ
る
同
社
が
創
業
以
来
取

っ
て
き
た
経
営

戦
略
的
特
徴
で
も
あ

っ
た
。

(興

亜

石

油

株

式

会

社

、

一
九

九

四

年

、

五

〇

三

頁

、

一
九

九

六

年

、

四

九

三

頁

、

非

売

品

。
)

い
な
ば

・
か
ず
や

徳
山
大
学
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